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理科学習指導案

題材名：じしゃくにつけてしらべよう

主眼：磁石の性質として、次の三つのことを実験を通して学び、日常の生活の様々なところに利用されていることに気付くことができるようにする。

1 身近なものの中に、磁石にくっつくものとくっつかないものがある。

2 磁石にはN極とＳ極がある。

3 同じ極同士を近づけると、離れ合うけれど、違う極同士を近づけると、引きつけ合う。

	指導

事項
	指導内容（教師の活動）
	児童の反応
	指導上の

留意点

	導入

(5分)


	磁石が、身近なものに使われていることを紹介する。

· 黒板のマグネット、筆箱などの提示


	筆箱のふたがくっつくのは、磁石が使われているからなんだー！

いつも教室の黒板にあるマグネットは磁石の力でくっついていたんだー！

他にも何かに使われているのかなぁ？


	

	展開

(15分)


	実験①

●「めざせ！つり名人！！」

「みんなは魚釣りをしたことがあるかな？」

「その時、どんなものをえさにしている？」

「今日先生はこんな道具を用意してきました。えさは磁石で、獲物はみんなのテーブルに配ってあるものです。そのえさの磁石を、獲物にくっつけてみて、磁石にくっつくものと、くっつかないものに分けてみて下さい。その時、忘れずに学習カードに、くっついたものと、くっつかなかったものに分けて、記入して下さい。」

「時間が余ってしまったら、教室内にある、水道の蛇口や、いすなど、みんなの近くにあるものもくっつくかどうか、試してみよう。」


	あるよー！

みみずとか、小さな虫だよ。


	〈各班に配る材料〉

· 釘

· 画鋲

· 葉っぱ

· おはじき

· テレホンカード

· 缶

· スプーン

· ホチキス

· 砂鉄

· 硬貨（1円玉、5円玉、10円玉、50円玉、100円玉、500円玉）

	(20分)


	●まとめ

「釣れたものと、釣れなかったものがあったよね？一体、どんなものが釣れて、どんなものが釣れなかったのかな？」

実験②

「次の実験に移ります。」

「ここに好き嫌いの激しい魚がいます。今から、この魚が、何が好きで、何が嫌いなのか、みんなで調べてみようと思います。」

大きな模型を使って、説明する。

「魚の頭に、棒磁石の赤い方と青い方を順番に近づけてみよう。魚は、どんな動きをするかな？どっちが好きなのかな？」

「それじゃあ、魚を分解してみよう！中から何が出てきた？」

●まとめ

· 磁石の赤い方と青い方を魚に近づけた時、それぞれどういう動きをしたか。

· 磁石には、Ｎ極とＳ極がある。

· 同じ極同士を近づけると、離れ合い、違う極同士を近づけると引き付け合う。


	銀色をした、金属でできたものは釣れて、それ以外は釣れなかったよー。

銀色をしていても、釣れなかったものもあるよ。硬貨は釣れると思ったのになぁ。

磁石が出てきたよー！
	フラッシュカードの利用

〈実験に使う魚の作り方〉

小さな棒磁石が隠れるように食品トレイで作った魚の絵をのせ、小さな魚を作る。その魚を、食品トレイで作った少し大きめのボートにのせ、水をはった洗面器に浮かべる。

黒板に板書しながら、説明する。



	まとめ

(5分)


	授業のまとめとして、今日分かったことの確認をする。

1 磁石には、くっつくものと、くっつかないものがある。

2 磁石は、S極とN極がある。

3 同じ極同士を近づけると、離れ合うけれど、違う極同士を近づけると、引き付け合う。
	
	


